
CI] 虫 科 ′lt

(4)長沢純火.･WJ一州'l学 )8.1bT3I1-Jii'(1'Jt'):i).

(5) 大JJ1位汚･甘即,I,:met･竹下t.li汚･火BIf稔:FJJ'

山手･ll苧 18.14q--1GfJ(19T･3).

ResILmd

ŝtherpstlltofgmph壬camlTSisonr'ccovery

timeol.i(lullsofthecommonhouse8y, MzLSCa

domcsLJ'EaVE'cl'naMacq.,from theknockdolVn

p.lr;tlysisduetothespraylng Withpyrethrins

kcroscncsolutionthefollowingfactslVereaS一

ccrtained,mmely-thelogarithmsofthisperiod

lVeredistributedsymmetricallyandnorm;llly,

thereforetherecoverytime.issuila])letoex-

pressinlogarithmsforpurposeofI.lnalysisof.

data,almost thesame resultlVTLSOut;tincd

節 2U 懲-I ∫

lVhcnlhcrccovL･rytJ'mclmSC.YprCSSCLlin lhc

】岬aritJlmSOfmtc.htltthcscsymmetryandnd-
rmnlitywerenotohhincdWhentlleaCttl.llHme

orratewasadoptedtoexpresstherccoycrytime.

Whentheexpcrimcntsal･eC.lrricdoutusingthe

manyorganisms,itissuihhlcI(…scthemctllOd

ofperiodicobservationoflogarithmicscab,
andalsolVhentherceoverytimesofmanyor一

ganismswereobservedifthetotaloftest-in-

dividua一slVaS一arge,thedatashouldbegrouped

atthesl】itable一ogarithmicscaletoreducethe

hhourofcomputation.Therecoverypercentage

offen.llefrom theknockdownparalysisdf

pyretllrinsllraSgreaterthantエーatofmale-atthe

cxposurcofsameconcentratiorl･

AComparativeSttldyofSomePhysiologicaland EcologicalCharactersoft】le
RiceWeevils,Calandraory.～aeI,.andC.sasahJ'i TakahashiCollectedfrom DiLrer-
entDistrictsoft九eWorld.ⅠIirolVO ŜTOlTr(Entom.Lab.,KyotoU.)Received

May9,195与,Bo'yuKagahzL20,55,19年5(withEnglishresume61).

9.産地を異にするコクゾウ環の生理生態的特性に つし､,て#Bi鬼神塵 (京都大学 農学部
昆虫学研究笠)3り.5.9受理

世界各地産のコクゾウ Cala〃draoyy～･aeおよび ココクゾウ C.sosahL';のよりの系統の増

殖率,産卵前期間および生存期間を極々な温度および棲息密度の下で比較した｡.5第紀聞

.の増結率と生存期間に対する密度効果の大小は体の大いまのJ慣序と平行的であった｡ この

ことからココクゾウはコクt/クよりも,ココク1/クの中<台湾,日本産のもbはオース T･

ラl)ヤ,カナダ産のものよりも,それぞれ好投害虫としてよりよく併殺環勤⊂適応 したも

のと考えられた｡

Ⅰ.緒 的

コク.)'ウCalandraor)･～-aeL.は貯蔵穀物の罪要

な苦虫として広く他界に分布するが,これには2つの

bra.った form があることが知られ, 73rrLCIT(1944),

RILITT̂Ttr,S(1945)は体現の大小によってそれらを

psmallstrain''及び 〝hrgestrain〟とした｡

柁国に於いては これより早く佐々木 (1S99)が small

stminに相当するものをコツモソココクゾウCala〝dra

Dry_～GEvLlr.m.;T,0,として発表し,､また高橋 (1928)

は:･コクLJ.ウCuland,asasahiiT̂ lく̂ lÎS一TIなる別

和として恥班していろ｡nlnC-Ⅰ等も,この2つの

stla]'nは形態的には似ているが,生理的特徴に於い

て9,.i.1てIritL),弼-#･の安和はほとんど不可分巳であって,

いわゆるsjhlingspccicsに屈するものと考えてい

る｡

河野(193-i)は.JlI.甘さの御地から耽軍紀抽入された穀

物巾こ発見されt=コクゾウ顎を深めて飼育研死したが,

これらが,体長,雌雄の作長の比,後視長,発育E3数
等に,夫々PlEii的な追いがあることを見目している.

私はこれらのコク･/り郡のur椛.系統の.EJ.mit三倍的な性
グてを此柁m･究し,それらの耶ゆ凸を見目IL.そのZiYiカー'L

竹双紙の分-/IJ'やlLYnL'加lL7Eに悶迎してどういう芯味なも

つかを考賀iす7Jll的で,以下の9!験を行ったO即ち,
日米のコク.}'ウ(Ill'〇一uのhrgcstrainと考えられも｡

以下 JLと略する｡),Canadaのsmallstrain(CA),

AtlStraliaのIsmallstrain(A17),台所のsmallstrain

(F()),日本のココクゾウ(smallstrainに相当するo

Js)の5系統を同一条件下で飼育し,それらの増砥率,

産卵前期間及び生存期間を,･特に接息密度と温度の影

*contributionfromthleEntomologicalLab-

わratory,KyotoUniversity.No.247
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砂をyLrtG.して調査した0
本文に入るに先立って,終始かわらず御脂柏をⅠ恥･

た内江l教授及び河野助教授に心から御礼を申上げると

柑 こ,いろいろと御援助下さった京都大学成虫学研究

虫の件LU.にも況く感謝の志を表 したい｡

ⅠⅠ.実 験 材 料

'm i蚊に用いたコクゾウ筋のうち,JI一とJsとは京

都大学JむIl学研死去でこれまで継続飼育してきた系統
である｡CA,Au及びF｡は 1951-52にそれぞれの

国からの輸入米安中に発見されたもので,良林省神戸

柾物LUJ'W r大阪W lの好志によE)許可をi!きて移入し,

その後当研兜詔に於いて引続き飼育したものである.
なおこれらの系統について河野が調べた仲良.発育口

数を悶めると妨1表のようである｡I

節 2O 巻-A

について,次代成虫の羽化脱出数を調べた｡関係湿度

は300Cでは50-60%,20oCでは柑 こ放璃な調節をし

なかったが,ほi･8O-loo,oiの沌田内にあった○

この調査では成虫の産卵前IrJl問や羽化筏の題過に伴

う産卵数の変動をもうかがえるように,新区とも失墜

開始後駁初の10El間は1日おきに'その絡ま7-8E3

掛 こ訊虫を新しい米を入れた試験管に移し'それぞれ

の期間に対応する腎毎にその後の卿 ヒ脱川虫数を調べ

たOこの調査は成虫の全生存lgl問に対して行うことが

できず,芦2日でうち切ったっ

増船率としてはliLr代問の1雌当次代成虫数をもっ

てするのが普通であるが,コクゾウ筑成虫はかなり長

期間生存し珪卵を続けるので,脚 宅が盃なt)調査が臼j
Ⅲである.そこでこ でゝは一%期間内の1雌1日当次

代成虫数をもって増結率とした｡

Tablel･ Bodylengthanddurationofimmaturestage
(河野,未発表)

コクーJ'ウ湖の飼料は, 1953'JF･皮京都産水稲 ｢方･:郡

山｣の3i'米で,食塩の飽和沿淡を入れた乾蚊掛Ilに長
くJrP戒したものを用い,その含水丑は約15.U%であ
った｡
y!験に際しては何れも召別ヒ脱出後2す時間以内の成虫

を逃び,拭放管の容銃の約半丑の玄栄を入れて食物と

uLつ之に脚 打させたo声モ取替は細かい金網で口を被
い･コ●ム故を以って止や,水平に保った｡増疋率及び

PT{'卵iruLJrnmの共助に肋 ,た試飲刑 ま内径1.8cm,長
さ16.5cmで12.5gr‥約

(.J2O粒 の米を糾L.生存Jln
問の只験に用いたものは内

径2.0cm,長さ18.5cm七

15gr.,約630粒の米を容

れた｡

､1ⅠⅠ.増 栢 率

･昭hliに関 してこれら系統

のr''uに如何なる丑が見られ

るかな調べるため,約2=R･

のように環境温既と成虫携

蛇をいろいろに変えた場合

5O

5系統問の増倍率を比較すると,■その

時問的変動の擁向には有志な差は認めら

れないが,成虫幣既との関係においてあ

る特徴がみられるようである.宍畝欄間

.中の1碓…当次代成虫総数を示した餌2炎

によれば,先ず密姥2の区では増砥率は

ほ i･Au>CA>J∫.>JS>FoのJIUiであ
るが,鹿皮8の区ではAU≒CA>J鴇>TT･

>Foの胎になり,概既32の区ではJsが

忠犬となL),碑庶2の区で放高位を示 し

た AtJは逆に広小となって,CA,Fo,

1r一ほ両者の中間のほi･同じ位を示す｡

いずれの系統においても噌Fl庄率は*.瀧 の増加と兆に

減少する幌向がみられるが,培砥率に対する密蛇効LIl･

は系統によってその程壁を瓢にする｡輯姥効朱をゴミす

央験式として y--aんbなる式が FARRの式として知

られてい るが (y:増血率,x:密度.aとbは桁数),

この式の両辺の対数をとるとlogy-logo+alogs
となり,この回府税 の傾斜bの伯は照度効果の大
小を衣わす指数とみなすことができる｡

Table2･ Number′ofprogcr)yweevilsproducedperfcmalc､Vhich
laidcggsduringthe丘rst32daysperiodofitslife.

Populationdensity

A･a.le巨 emale JJ-lCAIAuIFoIJs



yJ･山 科 rft 節 20 替-I

今.'左たした脚肌咋1のみられた穴即 日始筏10-17m,
2.7-.13-imの2三m,.uのみについて平均1仰当村 で成!Il'数
を求ゎ.rI系純の冊空効月王の柁蛇を bのTLlHこ上って
比I托してみ7Jと抑 1凹のようになる｡

L
t!cEJb
JST!̂
aâ

LtJaBoJd
JO
Jaqu
nN

lIした場合.死亡邸が,/a取に榊火するに到る温既に芸
があるかどうか.C)3OOCから,Jdに爪弧に移した場合

の出11･JIJlr川の比校,である｡令糊 如こJLli初の珊蛇が
ョoo.100.10(5対)の3区を設け,件罪経について
大々 1.1,5回のくりかえしを行った.米は2週間毎
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DensityofAdultWeevils

32

Ffg.I. Rehtionship between th占 initial■

densityofpopuhtion and the帆mberof

progenylVeeVilsperfemaleperdayrepre･

sentedinlogarithmicscale.

即ち bの伯は Au>JT･>Ĉ >Fo>Jsの旧になり,

照度効果の大小はこれによって推知され得る｡

.気温20oC区 (常圧2)では何れの罪総に於いても

30oCに此して著しい噌統率の班少かみられるが, そ

の減少の割合の系統による壬はこれだけの資料では明

らかでない.突放開始後32【川口の珪卵による1雌当次

代成虫数を以って増flli牢を比較すれば妨2衣の如くで

あり,Au>Ĉ >Ts>Jr一>F:OのWlとなるo

IV.産卵前期間

前萌の宍験の結果から同時に凡その琵卵前】lJ7問が推

ttljJiされる｡ 3OoCに於ける産卵前期間 は JT.が他の

系統より杓 々長いように瓜如 Lるが,卿 ヒ脱山後3-

4日後にはどの系統でも打卵が見られ,匹卵前糊関に

それ程有志なたは見られない｡20oC区(珊蛇2)では

いずれの系統に於いても抑卵前期関は･JiくなL). Au.

Ĉ は少くとも4-T川 .JHは0-7H.Jr･,Fo

は8-9円である｡

V.成虫生存期間

この穴験は次のようなEl的なもって3迅りの温床条

件下で行った｡即ち,a)坑軌条†′Z･･下に於ける生存糊
rt11の比校,1))抵冬の問題に関連して,漸次気温が降
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に新しいものと交換したが,C)の宍験では-:蛇も交換
しなかった.大作3-LriHH応に全試験管を検査し,

死亡した別件を牧師き,.雌脚 ULこ記録したっ
a) fTL温条件下の生存期ttu '

弧旺30oC,関係温姥 50-60,00'の垣温室内で飼育し

た｡

希系統の生存率の時間的変化を密度100の区につい

て図示したのが的2図である｡また第3屈は定初の粍

蛙と平均生存jtJl聞及び生存期間の変異係数との関係を

未したものであるO

第3図によれば,碑姥200の区 (At:(ま恥故のため

途中までしかデー′タ‥がない)では,平均寿命は CA

≒Js>Fo三ヨTl.の順であり,出初の粍既100の区で

はJs>Ĉ >Fo>T一一>AUと,Tj:E),氾初の密度10の区
では 7日>Ĉ>Au>Fo>Jr一のIrmで.全区を通Jl:て

みると,Js,Ĉ が滋も長く,F()が次に位し,Au,

Jl.ははも短いようである.滋初の帯皮10の区と100

の区とのT..Jlでは平均寿命の増加の割合は Js≒Fo>

Ĉ >Jl一>AtIの脚 こ大であるが,密姥100の区と2OO

の区との問ではこのJIA'将が完全に逆転してJI･>Ĉ>
Fo斗Jdとなる.云いかえると,TT,Ĉ では幣蛇10
から璃蛇200迄平均寿命はほとんど正規的に増加して
いるが.Fo,TSでは放初の照度が100から200に増

した切合には呼ろ減少している.変異係数は逆に放初

の碑蛇の増加と料 こ奴少するが.この拭少の割合につ

いても,平均好命の増加の割合についてと全く同じこ

節 20 巻-I

.とが云えるoJ即ち,･粍蛇の変化に伴って変ill･係数はSV･
杓寿命と圧比例的に増加する｡

_繋紺EHの益に於いても,なた光った拭比lluのiyjに於
いても,平均寿命の延長は地大fLi-1F口数の竹加によ,-A

ものではなJ(.平均寿命の長い区では,､初期の死亡率

が小さく'或時掛こ到って急激に死亡率が増加して.,

それから短期間に全桐体が死亡する,つまI)生存率fu7
蚊が PF･ARLのいうreCtangulartypeに近ずくこと

によるものであることがわかるoこれに反して比較的

寿命の短い区に於いては生存琴曲税は.Lh･班紋的とな
るoこの闘係を明らかにするために,平均労伽こ対す

るHhZ大王ヒ存糊朋の比率を計井してみると妨3炎のよう
Table3. Ratiooftotallifespantomc.1n
lengthofadultlife.(meanleng(hoflife
-100)

･I.D.-initialdensity

になる.平均寿命を100とすれば,生存率仏独がIL定規

の場合にはこの指数は200になり,倍が100に近ずく

ほどre〔tangulartypeに近ずくわけである｡

次に唯雄による益をみると,系統及び位籾の符蛇の

Table-4. Themeanlengthofadultlifeindaysat30oCland50-60% relativehumidity.

.∴Male ,Jr. 125.3.土 49.7 40% 113'.5 土 41.3 ･36% 斗OO..9 土 4(;.4 46,J'o/
CA 138.8L125.2 土J35.3土33.6 -2527ー -141.1`土29.1 pJ2rp 118.6 土 43.9 :iT
A.tT. ･116.0 士37.8~ 33 124.9 土 30.0 40

Fo' 129.2 士30.9 24̀ ~117.1ー 土55.2 47

_J占 141.0 土29.3 21 141..6 .士17̀9 13.-.129.P ､土 55.8 43

･.1FemalcI- .‥Jr一 ･93;8 土 49.4 53 78.9二-士47.7 60 64.3̀ 土 38.6 ■ 60

Au 70.9 ･≠32.0 ･45 70.5 :土-3L1.0 .47
FtI 95.tJ. 土 31.1. 32.-.GO二1 士.31.8 53

Jd 準 .2 幸34.9 28 128.3..土24▲0こ 19 91:9 '土 28.6■ 31

J∫一 109.5 士 LT:)1.8 p47 ･94.5'- 士48.0 51ー 82.6 士 45.5 53

CA 137.3-∴p112'.0 士.31.6･l士.38.6 2334 127.8 土 34.9 27 103.0 土 38.LJ 34

Total Ati_ 93.5 士41.7 45 ･99.4 士41.5 4LJ

Fopゝ子.'.. .115.0 士 35.2 31 88.6 土 52.LI 60

S.d.-standarddeviation C.V.芦COe庁icientof.variation
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札付酬 IjけT-_lL三桝rJJrT"はil仁のガがF<いが,相川仁の丑の
大きさについては,系統及びJlil初の耽蛇によってかな
り川堤する (机4141)｡そして JH,Fo.Ĉ に於けlろ
I)i初の幣腔の増加に伴う平iLJTJI命の延矧も 仰の;B佃
の延長に?.T:<く部分が人きく,また訂.iい幣蛇の下では系
統mlのおJpi.も出として雌の-ガ命の掛 こよるものである｡
雌耽の芯の大きさについては産卵率との関係が先ず考

えられる｡Auの雌雄差が特に大きいことや,各系統

を通じて碑皮の低い区に差が大きいことは,こLの考え

を罪f.jけるかのようであるが,もしそうとすれば増碑

執 こ対する照度効炎の大きい AtJに於い<は珂圧の

減少に伴って雌雄の壬が大となるべ きであt),また

Js,Foに於いては放初の湾腔が恥 ､切介にも雌雄の
益は比較的少いはずであるが,耶只はそうなっていな

いo増招率に対する幣皮効黙を匹卵率の減少によるよ

E)も寧ろ共喰いの結果であると考えでも,Js,Fbの
1-9,斜ま説明できない｡JR,Foの讃圧10の区はデー

ターの't!iられた仰 イ(数が少いし,また増砥率の調査も

il三存期間のごく初潮に限られているので,雌の存命と
増結率との相関については今後の研死に伐ちたい.柿

の寿命も幣腔の増加と共に咽しているが,その',+.lJ合は
岬かこ比して小である.

I') 温姥が漸次降下した場合

この実験は冷萩挿内で行ったが,托内の気温は季節

の推移による外界の気温の変動に伴って変化し,7月

8-10日の宍験β朋た当初の的20oCから,Jii一役の1現

が死亡した12月25日の約4oCに到るまで徐々に下降 ､

した｡

死亡率が急数に石7;まE)始める気温の系統による芸に

ついては,.生存判u胤か ら'&組的な判断を下しmるほ

ど大きな益はみられず,宍験T3Jq始後(J511前後,冷帯似

内の気温10-7oCの時i抑こ到って急激に夕E亡虫数が

増し始めるO

突放に似 りした個体数の50%が死亡する時,llJlをみる

と,これは系統,斑bJの*.渡及び雌雛によって=若干の

和迩がみられる (茄5衣).

先ず系統問や比較をすると,良初の照度2OOの区で

は Jl一>Ĉ >Fo≒Js>Auであり,Ft･初 の幣腔103

の区では JT一>Js≒Ĉ >Au≒F<!, ゴ註初の9.1･蛇10の

区■引去JT.>Ĉ ≒Js>Au≒Foである｡全未練を通

じてJil･桝の耽蛇の㍍い区い於いて死亡率50%に達する

岬IrJlが涌く,恥ま榔よL)も生存,l那口が長い｡

C) 忠掛 こ温蛇を代下させた場合

!l-14Hrt"30oCの111-瓜Siで何軒した後,約4-ToC
の冷粗Iliに移した,

約月王を托払下に移してから50,0.の川 畑 ;光亡する迄
の口数によって7T;すと妨6-21のようになる｡即ち抗桝

節 20 替-I-

Tablo5. Me.lnlethalthllCin(hySOfadult

lVCCVilsatthedecliningtc･mpcraturcjnan
jcc-box.

Meanlcthltimejndays

JI-1CAIAIJIFoIJs

Table6. ATcanlethaltimeofadult-ivee-

vilsatthelowtcmpcmtlirc4､･7oC.

AIcanlcHmltimein(lays

J･･lĉ L t̂, FoI Js

の照姥200の畠では JT二>C-̂>Js>Au>FO-の1榊 こ

生耕那弛;長く,帯皮looゐ区では JT.>Ĉ 占Js>

Û≒Foのqrtで'ぁt),稗腔lOの区では JJ.>JH>C'̂

>Au串Foの明となる｡椛初の舛皮の如佃を杓わず,

Jl一(hrgcstrain)は他の邦 允(smallstrain)'た比

して明らかに舟 .IL:-/i.)酢日を試す｡⊥舵にJWi排のriuで

は緋は岬は L)もnilF･3州は;lミい｡またfli-初の<,幣姥の試
し屯 に於いて代い区よt)ち_lf三･/(.)洲 】が掛 ,那,､照度ゐ
増加による生存irJlrLHの延長ゐ程姥は某紙に･よっ七異り,
50%が死亡するに到る日数と照度との関係を図-,Tcする

と筋4回のようである｡30oCの場合と同じく了AIJfTC:

は粍姥10の区と100の区との問の増加の割合 よvT)も,

100の区と200の区との問の増加の割合の方がつくきく,

Jレでは照度10ふら200までほとんt;正院的た増加 し,

Js,1･-Oでは放初の照度が100から､200に増加すると

ま1三稚jIJJ関は却って披少 し C･りまJ一一と'Foのrf･問に
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位する｡また耽庇10から軒庶200までを通じてみる

と,Jl一,Ĉ に生存ltJ]rLllの弦長の程度が大で,Js,Au,
Foでは小である｡

ⅤⅠ.考 蕪

ilJJITjは6系統の体長がJL>Ĉ>AIJ>Fo>Jsの朋
に火であるとしたが (約1衣),河野,桐谷の研究に

よると.Jl･及び smallstrair!の中でも Ĉ ,AtTは

いわゆるcrossinfestationの段階にあるのではない

かと批'ji!され,これに反して Fo,Jsは完全に介位

の凹山であると考えられているe休の大きさの変化も,

コク･/ウ炉が企雄という顎毅に適応することによって
次約に休が小さくなったとL-.ぅのであるb

棚 ll率に対する常圧効果の大小は 4U>JL>CA>

Fo>JBのnFiとならたが,生態的地位がよく似たもの

のIf'"では,輯蛇劫火の大小はその昆虫が群出生矧 こよ
く適応しているかどうかを戻すものと考えられ,この

n脚剤‡脚 剖こ貯丑告虫としての適応の泊程を示すもの
ではないかと考えられ,河野等の研究結果と大作一致

するようで･ある.

好卵机JrJ]rluが Tl.に於いて滋も長いことも,JLがま
だ倉川のTiZ山になL).きっていないことを示すものでは
なかろうか｡しかしLJOoCに於いてはFoがJl.と共

に最も長い産卵前期間を有し,Jsが与れらに次いで

長く,AIJ,CAは最も短い｡Foの抵温下での生存期

間が巌も短いことと共に,Fr)は供温に弱いと云えそ

うである｡

30oCに放ける生存,tWLlnに対する密度効果が位初の

韓姥100の区を艶にし{.その前後で逆転することは興

味配い.殊にJIlL初の耗蛇10の区と100の区とのrLuの平

均か命の増加の割合にみられるfrA'膵は,増姐率に対す1
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る徳旺効果の程度の収序と全く反対である｡つまり増

組琴に対する密腔効果の小さい系統ほど,輯皮が10か
ら100に増した場合の生存ig]RHEJの増加率が大きく,逆

に変異係数は小さくなる.きた4-7oCの低温下に

於いても生存期間に対する密度効果が耽度100の区を

矧 こして変るが,各宋続についてみるとその封 ヒの仕

方が30oCでの場合と極めてよく似て居る｡5釆銃の

増砥率及び生存那 加S対する密度効束の大小岨 王立に

平行的であり,またAvを除き休の大きさの朋序と

も平行的で,このことは生態学的にみて意味のある･こ

とと思われる｡

Aulまsmallstrainの中では特異な位紀を占め,

樹枝率及び生存期間に対する密度効果についてみると,

寧ろJI一に近い特徴を示す｡Jl･が smallstrainに撰

する他の系統と明瞭に区別されるのは低温下での生存

期間及び30oCに於ける産卵前期間についてのみで, .

増超率及び30oCに於ける生存期間に関しては small
Strainと移行的である｡

私の調査した生理生態的特性を結合して考えると.

5つの累蹄の問には互に明瞭な差が認められるようで
ある｡

VII.摘 要

1) 産地を鼎にするコク･}'ウ CalandTaDry.-aCL.

及びコ､宇クゾウ Caland,afaSahL'Z'T̂ KA汀̂St;.の5
つの系統,即ち,日本のコク･}'ウ (largestrainに

相当する,Jr･),Canada(Ĉ ),Australia(Au),令

湾(Fo)の各コク.,'クの smallstrain及び 日本の

ココ､クLJ'ゥ(smallstrainに相当する,Js)の増拍

牢,産卵前糊聞及び生存期間を税々な温姥及び軟蛇の
下で此校した｡

2) 30oCに於いて,5釆統の増拭率の大小はuC.臥

拭蛇によって典り,増力在率に対する舛比効火を出す

F̂ ttrtの式に於ける恒数bの絶対値は,AIJ>Jl.>Ĉ
>Fo>Jsの昭に大であるO艶良密度が玄米約12.5gr.

当1対の場合,20oCでは30oCに於けるよりも哲 し

い増応挙の城少が見られる｡

3) 田子卵前igJrLS]は,30oCに於いては11.が蚊も長

い｡20oCになるとどの系統に於いても蕗卵削 g川りは

増大するが,Jl一,Foが鼠も長 く,次いでJSが長く,

AtJ,CAは鼓も短い｡

4)30oCに於ける平均生存期間は,枕してJs;C-I

が最も長く,Foが中間に位し,AU,Jl.は蛇も虹い
那,払息湾度によって若干大小Jl抗が典t),命系統につ
いてそれぞれ特徴のある幣庇効邪がみられる.一弘 こ

照度の増加に伴って平均生存IfJ脚は長くなる幌向があ

(),その変R･係数は平均生存期間とk比例的に変化す

るOカ掛ま雌と比べて生存脱問が長いが,雌雄の塁の大



防 見 料 tl'.･節 20 yj-∫

きさは双紙及び辞.t蛇によってL'P ,また雌の比1J:JrJlr川
の邦 九rZ"及び珊蛇によるiYlは.枕のそれよ()も火きい｡
T)) 良く弧が漸次代下した糊介.死亡畔が.'a掛 こ訂.ほ
ろに到る氾蛇は10-7oCで,系統別】に大益は佃かっ
た｡

6)30oCから急に 4-7oCの低温下に移した吻合

のni'/Fl那りは,一般に TL>Ĉ ≒Js>AtJ与FoのPB'Iに

大であるが,やはF)耽庇によって若干異り.各系統に
ついての冊旺効果の現われ方は30oCの場合とよく似

た傾向を/1訳す｡

7) 5罪統問の増姫窄及び生存期間に対する既成効

光の大小関係は,休の大きさのJlJt7序と平行的で,これ

らのP抗序から,small'strainはJL(largestrain)

に比べて,また smaustrain中でもFo,Jsは^U,

C人に比して貯菜田虫としてil印という現圭かこよりよ

く適応したものではないかと瓜われ,分布及び増砥加

ロという見地からみてもこれらの系統の問には明らか

に益がある｡

Summary

1)FivestminsofthericelVeeVilscollected

fromdifferentdistrictsoftheworld.thatis.
CatandTaDry.～a占L.fromlTapan(largestrain,
TT.),Canada(smallstrain,CA),Australia(small

strain,Au)andFormosa(smallstrain,Fo)and

CalandrasasahiiT̂ K̂IIASrlr(corresponding to

smallstrain,Ts)lVereCOmparedlVitheachother

in£omeecologicalcharacterssuchas,rateof

reproduction,preovlpOSitionalperiodandlength

ofadultlifeunderdi仔erentconditions'oftem-

peratureanddiLrerent'densitiesofpopulation.

2) Undertheconditionsムf30oCand50-60,00,rel-

ativehumidity,theirratesofreproductionchngc

with populationdensities, and theabsolute

valuesofthecoeLRcientain F̂ ltR'sformula

whichrepresentthedensityefⅠectontherateof

reproductiondonottakeaconstantvalueand

changeinsuchadescendingorderasAu>JJ.>

Ĉ >Fo>JH.AtdensityoE1pairper12.5gr.

ofricetheirratesofreproductionfallwith

dccre.lSingltemperaturefrom 3OoCto20oC.

:I) ^t300Cprcovjpositionalperiodislongest

inJ'･･.Itislongerat200C thanat30oC in

everystmt'n:thtofTl.andFoislong.thatof
^uandĈ isshort,andthtofJ.sliesbct'ween

them.

4) ^t30oC,themeanleムgthoL ;I(lultl王fc

ofI.iandĈ islong,thILtOfAua11くり1.占110rt,

.ln(Ith.ltOfFoliesbetweenthem.thoughthis

orderchangesalittlewithpopulationdensities.

ELrcctofdensityonthemeanlengthofadult

isdiLrerentineachstrain.Adultlifebecomes

longwithincreasingdensities_,andthecoe氏cient

ofvariation ofitchangesininverselypropor-

tionaltoit. Maleduration ofitislonger

thanthatoffemale.ItsdiLrerencebetweenmale'

andfemalediLrersamdngstrainsandwithden-

sities.Ditrercncesofmeanlengthofadultlife

amongstrainsandWithdensitiesarelargerfor

femalethanformalc.

5) AtdecliningItemperature,thetemperature

atlVhichmorhlitysuddenlybecomeshigh is

10-7oCIYhich(HfrcrslittleamongLivestrains.

G) Whenwccvilsarcrcmovcdsuddenlyfrom

300Ctolowtemperature4-7oC,lengthofadtlt

lifeof点vcstrainstakessuchanorderasTJ.>

Ĉ >Js>AtJ>Fo.ThisorderchangesWithden-

sitiesandthiscErectonlengthofadultlifein

eachstrainrepresentsdmilartrendtothatob-

tainedat300C.

7) Thelordersofdensityeffectonthemte

ofreproductionandonthelengthofadultlife

among the点vcstrainsareparallelwith the

orderoftheirlJodySiZe.

8) Bytheseresultsol)血ineditsccmsprob.Tlble

thatthesmallstrainismoreadapted tothe

lifeinstoredgrain,andamongthestrainsI)e-

longingtothesmallstrainFoandTsaremorc

adaptedthanAuorĈ .
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